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研究成果の概要（和文）：　本研究課題は、環境問題とケアの問題は相互に独立した問題ではなく、むしろ共通の根を
もつものであるという観点から、新たな社会のあり方を模索することを目的としていた。そのために生産志向の社会か
ら定常型社会へ、そして生産へと方向付けられたケアから新たなケアのあり方について検討することを課題としていた
。本研究では、定常型社会において、生産活動に対して一定の制約を課すために強い予防原則が必要であることを明ら
かにした。またケアについては、ケアを支える健康に関する政策、特にヘルスプロモーションの意味について問い直す
必要があることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research project aims at searching for the possibility of new society from 
the view point that environmental problem and the problem of care is not
independent problem, but they have a common root. In order to achieve that aim, we should considerate the 
shift change from production oriented society to stationary state society, and also production oriented 
care to alternative care. In this research, we clarify that the precautionary principle is the necessary 
condition in order to restrict on the activity of production. As concerns care, we elucidate that we 
should redefine the meaning of health promotion that is a background of the care.

研究分野： 倫理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１） 環境問題とケアの問題は現代社会が
直面する大きな問題である。この二つの問題
はまったく別々の問題ではなく、むしろ根底
においてつながった問題であるといえる。そ
うした視点をもつことで、新たな社会が進む
べき方向を探求しようという試みが、散発的
に行われている。 
 
（２） その中の代表的な論者である広井良
典は現代社会を生産過剰の時代と規定し、そ
のことによって、過剰による貧困という逆説
的な問題が生じているという指摘を行って
いた。そして解決のために、過剰の抑制と富
の再分配を行わねばならないと主張する。そ
れを実現するのが定常型社会であるという。
この定常型社会は、１９世紀イギリスの思想
家ジョン･スチュワート・ミルによって提唱
されたものである。この概念を現代の環境問
題との関連で取り上げ直したのはハーマン･
デイリーである。しかし、この定常型社会の
具体像については未だ十分に議論が尽くさ
れていないという状況である。 
 
（３） 他方、ケアに関連する問題としては、
健康転換という注目すべき見方がある。たび
たび、感染症から生活習慣病への移行に関連
して疾病構造の変化という概念に言及され
ることがある。しかし、この疾病構造の変化
は、ある意味では結果にのみ注目した見方で
あるといえるだろう。そしてどのようにその
ような結果が生まれたのかということを考
えるなら、人口構造や就業構造といった経済
社会全般をその視野に含めるべきであり、健
康転換とは、そうした社会全般の変化を総合
的に捉えていこうという考え方である。 
 
（４） こうしてみると、環境問題とケアの
問題は、従来の生産中心型の社会に対するア
ンチテーゼを突きつける問題であることが
わかるが、それでは、生産中心型社会に変わ
る社会とはどのような社会なのか、そのこと
については不透明である。 
 
２．研究の目的 
（１） 本研究では以下の三つの問題を解明
していくことを目的した。 

①成長型社会から定常型社会への転換の
条件 

②健康転換によるケア関係の変化に関す
る問題 

③ケアを支えるエートスとシステムの構
築である。 

 
（２） ①の「成長型社会から定常型社会へ
の転換の条件」では以下のことを明らかにし
ようとした。J.S.ミルは『経済学原理』のな
かで富の成長は無制約なのではなく、終着点
をもつと考え、それを定常状態と名付けた。
そこでは富の量的な増大は停止するが、質的

な改善が生じる。このミルの思想に影響を受
けているのが環境経済学者のハーマン･デイ
リーである。彼はミルの思想を引き継ぎなが
ら、定常状態を持続可能な発展の状態である
と主張している(Herman Daly, Beyond Growth 
The Economics of Sustainable Development, 
Beacon Press, 1996)。彼らに共通するのは、
生態学的有限性の認識である。そしてデイリ
ーは経済システムを生態系のサブシステム
と位置づけ、そこから無限の経済成長という
理念を退ける。彼の立場は「強い持続可能性」
といわれるが、しかし必ずしも多くの賛同を
得ているわけではなく、主流は自然資本と人
工資本の無限の代替を認める弱い持続可能
性である。したがって、まずは弱い持続可能
性の立場を退ける必要がある。そして、そう
した社会では、従来は市場的価値を持たない
と見なされていたものの価値が見直される
ことになる。たとえば一般的に投資といえば
現在の生産能力を増大させるために資本を
投下することであると理解されるが、デイリ
ーによれば定常型社会では、｢待機すること｣
が自然への投資となるという。こうした諸概
念の再定義に取り組まねばならない。 
 ②の「健康転換によるケア関係の変化に関
する問題」では以下のことを明らかにしよう
とした。 
 健康転換では、三つの層が区別される。第
一層は感染症の段階であり、第二層は慢性疾
患の段階であり、第三層は老人退行性疾患で
ある。現在は第二層から第三層への移行にあ
るといえる。この変化において重要なのは、
｢治療が適切な対処ではなく、むしろそれが
｢生活の質｣を低めることになる場合がある｣
(広井良典、『ケア学 越境するケア』、2000
年、36 頁)ということである。そして第三層
においては医療と福祉の連携と生活を基軸
にしたケアが求められる。 
 以上の点から考えなければならないのは、
従来の医療施設の中でのケアではなく、むし
ろ生活の中でのケアという問題である。それ
は医療職者や福祉、介護職者の連携の問題が
浮上する。現在の医療教育においてもチーム
医療の重要性が説かれているが、必ずしもそ
れが実質化しているわけではない。したがっ
て、多職種の協働をどのように促すか、そし
てそうした連携においてどのような問題が
生じうるかを明らかにする必要がある。 
 他方生活の中でのケアを実現するコミュ
ニティのあり方も検討しなければならない。
孤族という言葉が示すように、経済活動以外
の部分での人と人とのつながりが希薄にな
っている。こうした失われたつながりを再構
築するコミュニティのあり方を明らかにす
る。 
  
③の「ケアを支えるエートスとシステムの構
築」では以下のことを明らかにしようとした。
われわれが定常型社会というモデルを受け
入れることができるなら、そのときケアの意



味にも変容が訪れるはずであり、その意味を
明らかにする。ケアが十分かどうかというこ
とに関連して、QOL 評価が用いられる。しか
しこの評価自体が経済社会における生産性
の概念の枠組みにとらわれているという批
判がある（cf. J. Fletcher et.al, Harming 
Patients in the Name of Quality of Life、
First, Do No Harm(N. Diekelmann ed.), 2002, 
The university of Wisconsin Press）。ケア
が人間の基本的なあり方だとするなら、生産
性とはその一部にすぎない。従って生産性を
高めることに限定されないケアの意味を明
らかにし、そしてそのようなケアを可能にす
る社会システムのあり方を提示する。 
 
３．研究の方法 
 
 研究は文献研究を通して行われた。定常型
社会に関する理念については、持続可能な開
発をめぐる論争に関する文献調査等が行わ
れた。ケアに関連しては、北欧におけるケア
のあり方、社会システムに関する文献調査が
行われた。ケア関係の変化やケアのシステム
についても文献資料の検討が行われた。 
 
４．研究成果 
 
（１） 初年度である平成24年度は、この研
究課題で考察すべき問題点を明るみに出すと
いうことを主たる目的として研究を行った。
研究代表者の紀平は、日本現象学会のワーク
ショップにおいて、現象学の立場から、市場
を至上のものと考えるような社会の限界と持
続可能な社会の可能性についての報告を行い、
参加者たちと意見交換を行った。特に日本で
は、江戸時代から明治時代への転換期に地租
改正が行われ、そのことが共有地のあり方に
大きな変化を引き起こしたことを｢小繋事件｣
の経緯を紹介しながら考察した。それはまさ
に村民たちの生活を成立させるための基盤で
あった小繋山に、市場経済のシステムが浸透
し、商品として対象化された山へと変化して
いく過程であるということを明らかにした。  
また、二度の研究会を開催した。一度目は研
究代表者の紀平が定常型社会の理念について
報告を行った。そしてこの定常型社会では、
生産性という理念の組み替えが必要であるこ
とを明らかにした。また研究分担者の浜渦は、
吉野源三郎の『君たちはどう生きるか』を取
り上げて、人間関係を生産関係としてみる視
点を批判しつつ、ケア関係の意味について考
察を行った。またこの研究会では、作業療法
を専門としている稲富宏之氏を招き、作業療
法の理念やその方法についての知識提供を行
っていただいた。二度目の研究会では、研究
分担者の大北が、HIVコミュニティのあり方と
公衆衛生との関連について報告を行った。浜
渦が、ドイツにおける事前指示のあり方につ
いての報告を行った。 
 

（２） 平成25年度は主として文献研究を通
して成長志向社会から定常型社会への転換を
導く思想の検討を行った。また地域コミュニ
ティでのケアのあり方について、一般の市民
も参加可能な研究会を開催した。 
 文献研究では、フランスの思想家、セルジ
ュ･ラトゥーシュの「脱成長」という理念を
取り上げ、その理念の由来や目指す社会を批
判的に検討した。彼の思想はイヴァン･イリ
イチのコンヴィヴィアリティやサブシステ
ンスといった概念から大きな影響を受けて
おり、またひいてはカール･ポランニーのサ
ブスタンスとしての経済という構想にまで
さかのぼって関係づけることができるだろ
う。しかし彼らの思想は、市場経済の限界を
指摘するものとしては非常に鋭いが、その反
面、現代の社会の中でいかにサブシステンス
を確保することができるかが今後の研究課
題として明らかになってきた。 
 
（３） 定常型社会を見据えた上での社会と
市場の関係については、カール･ポランニー
の指摘にもあるように、経済システムに埋め
込まれた社会を、再び逆転させ社会の中に経
済を位置づけることが必要であることは明
らかであるが、しかし、現在のようにあまり
にも経済システムが広く浸透した社会にお
いては社会の中に経済を埋め込むための新
たな語彙体系の創出が必要であることが明
らかになった。 
 
（４） 定常型社会においては、生産活動に
一定の制限が課せられると考えられるが、そ
のための原則として予防原則についての考
察を行った。リオ宣言において予防原則は環
境破壊を回避するための重要な原則として
提示されているが、しかしその内実はきわめ
て曖昧であり、必ずしも統一的な解釈が行わ
れているわけではない。本研究課題では、こ
の予防原則を持続可能な開発の下位原則と
考え、定常型社会における予防原則の意味を
明らかにした。すなわち、持続可能な開発に
関する論叢では、強い持続可能性と弱い持続
可能性の二つの解釈がありうるが、定常型社
会では、ハーマン･デイリー等が主張する強
い持続可能性の解釈が妥当である。そうする
と、予防原則もこの強い持続可能性と親和的
なものでなければならない。そうすると、予
防原則の解釈の中でも、強い予防原則とよば
れているウイングスプレッド声明のような
解釈が妥当ではないかということを明らか
にした。 
 
（５） ケアというものが、人々の健康と密
接に関わるものであることはいうまでもな
いであろう。そして生産志向の社会では健康
は生産的であるための条件であると考えら
れる。そして、1970 年代頃から主張されるよ
うになったヘルスプロモーションは、自己の
健康をコントロールすること、そしてそれは



ある種の社会的投資であることをヘルスプ
ロモーションに関する文献研究から大北が
明らかにした。そして超高齢社会を迎えた日
本においては、新たなヘルスプロモーション
の方向性を示す必要があることを示した。 
 
（６） 本研究は「定常型社会におけるケア
とそのシステム」という課題のもとで従来の
生産志向の社会とは別の社会を探索する研
究であった。そして上述したように、その可
能性を一定程度垣間見ることができたので
はないかと思われる。しかし他方、様々な課
題が山積していることも確かである。すでに
述べたことではあるが、市場経済が世界の
隅々にまで浸透した現代において、サブシス
テンスをいかにして確保すべきだろうか。ま
た、市場経済を批判する語彙が、すでに市場
経済に深く根をはった語彙であることによ
って、市場経済を批判することはきわめて困
難であり、新たな語彙体系を見いだす必要が
あるだろう。さらに、ヘルスプロモーション
というある意味では批判の余地のないよう
に思える概念についても、定常型社会におい
ては新たな意味づけが必要ではないかとい
うことである。こうした問題を引き続き考察
していく必要があるということが明らかに
なったことも、本研究の成果の一つであると
いえるだろう。 
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